



(Them byang),第1節外なる成就法「貴重な壺」(Rin chen bum pa),第2節内なる成就法「チャッ
キドンポ」,第3節秘密なる成就法「虚空の金剛」(Nam mkha'i rdo rje),そして，第4節奥義なる
成就法「Hrī一字」(Hrī gcig ma),のように確定し，校訂・訳注研究の範囲とした。シノプシスを











う。例えば，チベット大蔵経の密教部 (rGyud) に収録されて伝わる『長寿成就法』(D 2336:
*Āyuḥsādhana; Tshe sgrub pa'i thabs) は，ナキリンチェン (Nags-kyi-rin-chen, alias Vanaratna.





した 3本のテクストを収録する集成類, (3.)タイトルと節構成, (4.)記述言語, (5.)起源, (6.)埋蔵の






会得したかについては，本尊 (yi dam lha)からの口訣 (lung)によることが，外なる成就法に記さ
れている。この本尊を無量寿仏 (Tshe-dpag-med) と見做すことは，帰敬文における称名の他，
『チャッキドンポ』の相承系譜 (付録4, 5) によっても妥当であろう。この起源については，
ツァル流 (Tshar-lugs)『チャッキドンポ』を相承くサキャティチェン31世ガワンクンガーロドゥ
(Ngag-dbang-kun-dga'-blo-gros. 1729­1783; BDRC#P805) の著書『不死の成就の種子』
('Chi med grub pa'i sa bon) に詳しく，無量寿仏からパドマサンバヴァへの授受の場所が
マーラティカ洞窟であったことが，リクズィン・グゥデムチェンと縁深い隠遁者サンポダクパ





(bse sgrom) の中に収められ，秘匿された (sbas)。この秘匿，埋蔵の背景には，五濁悪世の時
(nam zhig snyigs ma lnga bdo'i dus), 即ち , (1.) 寿命は短く , (2.) 病は多く , (3.) 富は貧しく ,
(4.)勝義も成り立たず, (5.)長期間にわたって苦しみの連鎖が続く，という時間的観念が関わって
いる。このような時期に,『チャッキドンポ』は後世の有縁者によって発掘されるべくパドマサン
バヴァによって埋蔵された「甚深なる秘法」(man ngag zab mo) であるとされる (§2.1.1)。
発掘の経緯を検証するにあたっては，直弟子のセトン・ニマサンポ (Se-ston Nyi-ma-bzang-po.
fl. ca. 14c; BDRC#P8839) が著したリクズィン・グゥデムチェンの伝記『照射する陽光』
(gSal byed nyi ma'i 'od zer) から関連箇所を訳出し，考察をすすめた。『照射する陽光』
に『チャッキドンポ』に関する記述は見在しないが，「[火] 午年未月4日」(≈西暦1366年6月
14日)に被伝者リクズィン・グゥデムチェンが同山から発掘した「南の黄色をした金庫」の内容
として「四種近成就」(bsnyen sgrub rnam pa bzhi) があげられていることを確認した。親近，
近成就，成就，大成就と次第する四種の方便／成就法は，チャンテルに伝わる長寿成就法の中
では，『ヴァジュラキーラの長寿成就法』(rDo rje phur pa’i tshe sgrub) にも『秘密心髄真性






の「インド語」(rgya gar skad) で記述された帰敬文が中期インドアーリヤ語の影響下に訛った形
で認められる。この他，「ウッディヤーナ語」(o rgyan skad)或いはダーキニーの符牒 (*mkha'
'gro'i brda skad) で記述されているものと想定される異体字が，計15箇所散見される。



















§15: de bzhin gshegs pa tshe dpag tu med pa'i sangs rgyas kyi zhing), 或いは「極楽 [浄] 土」
3











ロチェン・ギュルメデチェン (Lo-chen 'Gyur-med-bde-chen. 1540­1615; BDRC#P644)が著述
した彼の包括的伝記『すべてを明らかにする宝鏡』(Kun gsal nor bu'i me long) には，パドマ
サンバヴァが遺したとされる予言的伝記 ＜予言書・明灯＞ (*Ma 'ongs lung bstan gsal ba'i
sgron me) を敷衍する形で，タントンギャルポの寿命の長さ (tshe'i tshad) は 81歳であるが，
「寿命を司る女神の滋養」(tshe 'dzin lha mo'i bcud)を成就すれば，延命が叶うことが記されて
いる。タントンギャルポに帰される長寿成就法としては『チメーパルテル』('Chi med dpal ster)
と呼び慣らわされるテクストが著名であるが，現時点では，この「寿命を司る女神の滋養」
を『チャッキドンポ』と想定することが有力であることを，タントンギャルポの直弟子である
クンチョクパルサン (dKon-mchog-dpal-bzang. fl. ca. 15c) やデワサンポ (bDe-ba-bzang-po. fl.




mtshan. fl. ca. 14c)に与っている。ドゥンユギャルツェンの名は『チャッキドンポ』の相承系譜
(付録4­6)に見当たらず，「遁世者」(Kun-spangs)という尊称が物語るように，遺された事績は
極めて限られているものと想定される。本論文においてはこれらを未解明のことがらとし，今後
の学究に期した。
第II部「長寿成就法『チャッキドンポ』校訂・訳注研究」では，第I部に続く第4章として，
『チャッキドンポ』の第0節から第4節までの 5つの節 (§§0­4)を，校訂テクストと翻訳と詳解と
に分け，順に提出した。詳解において取り上げた問題には，なお検討されなければならない課題
が少なからず残されている。古い時代の写本が発見され，より十全な校訂テクストに
基づく『チャッキドンポ』の全容解明がなされるであろう時，これらの課題に再び取り組み，
また新しい研究を加えることができるものと期待している。付録の内容
第I部及び第II部の補助的資料として提出した 7つの付録は，次の通りである。
付録1. 長寿成就法『チャッキドンポ』のシノプシス (§§0­4)
付録2. 長寿成就法『チャッキドンポ』に見られる異体字の一覧
付録3. 長寿成就法『チャッキドンポ』に見られるダーラニーの一覧
付録4.『力倆類考究』における『チャッキドンポ』の相承系譜
付録5.『ダライ・ラマ 5世の聴聞録』における『チャッキドンポ』の相承系譜
付録6.『リンチェンテルズの目録と相伝』における『チャッキドンポ』の相承系譜
付録7. チャクサム流長寿成就法に関わる無量寿仏の図　　　　　　　　　　　　　　以　上
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